
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 68 前線と天気の変化 

 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（東京都） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

問 1「塾技 67  」より，高気圧では，時計回りに風が吹き出すので，イまたはエが適切となる。一

方，低気圧 Bは，上空の偏西風のため，日本付近では西から東に移動する。「塾技 67  」より，

低気圧の中心には風が吹き込むため，中心付近では上昇気流が生じる。以上より，適切な組み合

わせはイとわかる。なお，低気圧 B は温帯低気圧（「塾技 68  」を参照）で，日本付近では温

暖前線が通過した後，寒冷前線が通過するため，エは適切ではない。 

 イ 

 

 

 

問 2「塾技 68  」より，寒冷前線では密度が大きく重い寒気が，密度が小さく軽い暖気の下にもぐ

り込み，暖気が押し上げられることによって雲が発生するので，アまたはイが適切となる。一方，

ペットボトルの水面が，3 月 13 日には徐々に下降したことから，低気圧が近づいてきて，大気

がペットボトルを押す圧力が低くなってきたことが確認できる。以上より，適切な組み合わせは

アとわかる。 

 ア 

 

 

 

問 3「塾技 68  」（2）①より，寒冷前線の通過後は，気温が急速に下がり，風向が南寄りから北寄

りに変化するので，3月 14日の 9時～12時に通過したことがわかる。 

 記号：ウ 

 理由：寒冷前線の通過に伴い，風向が南寄りから北寄り

に変化するとともに，気温が下がったから。 
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